



















第 十瑁陰 第 三饂
物理化學の進歩
編輯主幹 理學博士 堀 場 信 吉
目 覗
原 報






窪 川 眞 男…166
蓮 藤 康 夫…174
引
捗 録
2D.氣態HFの 倍 調吸 收 榊(1&1》・;,・N馬 の熱 分解 に於 け るN1【 自 由墓 の 碗 譲(184).
31.白金粮 に依 る メ タ ンの燃 騰(189)・32・ 金 屬 の 酸 化速 度(口)熔 融 収 態 に於 け る錫 の 酸
化(iss)・33・ 木 炭i;よる化 學 的 收 管 の 研 究 〔gyp:〕ホ 撚 氣 の 吸 砦(18G).37.滅 摩 油分 子
の 定 位 の 電 子廻 折 分 析(186)・35・ 超 音 波 に よる乳 化 の 定 量 的 責験(187》・36.重 水 の 一
分 祈 法(18i),II7・弧 き…鎮…鳴糠 を 出 すフ}も銀 燈(188).
物理化畢文獣集 別 册 倫 員に添黝
京都帝國大學理擧部物理化學研究津







































本會ノ・物理化學ノ理綸及應用ヲ究明 ン,併テ之ガ普友 ヲ助成λル ヲ以テ目的 卜x

































叛 部 三 次段
鈴木市之助殿























































































眞 ス グ に 立 つ 卷 尺 金屬 ケー スx2.30
『全長2米の直尺を僅 々糧ろ極以下に丸めて・任意随所仁携帶し得る』と云ふ度器界の理想を實現せるもので
あnaし て,目 下各方面に於て白黝 御好評を受けつ、あるものであnま す.
本罍は獨特の堅牢にしで且つ簡畢なる橋遒を膚するものであ らまして,如何に幄快に使用さiiるカ・ぽ一度
御試用を賜 らば直に御滿足を得る箏 と信 じます・
引込引田し共自勧的に一瞬間に行ひ得 るものであ7ま して,御 使用途に佐 ら5樋でも一米でも必要量のみ
取 り山し屈曲自在に御使用が山來ます・ケースには究全なる昌ツケル鍍金を施 し,尺は鋼製に鮮明なる示
度を表 したるものであ りまして永 き御使π1に耐ゆる經蒔的なるものであります・
i
楡 入 元










卿 理 化 畢 の 邁 歩
卿o卷 第3輯
`隔筒偶 曾}
堀 揚 信 吉
am.rx屡物理化學研霊劉
籟 井 松 之 助
購釦 」中"凶噂瓢嶺蕊陥南









岩 波 誓 店
鯨 市魯田薑一ツ瞬=ノ三
丸 善 株 式 會 蔵 京都 支 店




















































































































































































































































































































































































































































第 第 第 第 緒
四 三 ニ ー




































































































垣 橋 本 日 京 東(箭 行毅)
魏鰈 瓧會式株善丸憲麟














































































































































































































































































































































































































































































































































.,、 ・`厂 隔 　 卜'塾べ ・'虚.～ ・腫 幽 ・∴ 免
..
日 本 化 學 會
(明治十一年 四月東京化學R.卜.シテ.創立)














購 謨 希 望 の 向1は 邦 文 會 誌 の 方 は
唱東 京 市 紳 田 匿 表 祠
1保町.三 東 京
同.京 橋琿 槇町 三 丁 目三 北 隆
































日 本 化 學 會 規 則 摘 要




一 化學上顧著の成績を壜け若 くは牝學工楊 に在 りτ貴任 ある位置に立ちたること
一 化學に密接なる駟係を有する法人又はこれに柑需寸る團脆たること.緊 .
第 六 條 λ禽を望む者は會員二名の糊介を以で畢歴蕁を記入 しr_る申込書を曾長に差再†へし、其.の
可否は常醸倉に於て之を決す
第 十 主 探.常 曾は曾務韓告及學術講演等の爲め四八爾月を徐 き毎月之を開く(以下略」






細則第三十三絛 』食畏は毎年四月及ひ十月の二期に於τ牛年分宛(四 月よh九月sTの 分を四月に、十
月よb聾平三刀まての分を十月に)澂 集す(以下略).
細則第三十四探 λ曾者の曾費は其際月割を以て該期分を鰍集す




























物 理 化学 の 進 歩VGI..isNo.3(/936),
墨
:御 入會 を勸 む:i内轟 本i
鞭 日本化學研究會編 主幹 騾 愽士 眞 島 利 行
」「L
第2集 第10卷 第1號11脚11年1月發行(月 刊)
本 邦 最 新 の化 學 的研 究 の文 献
一般化學 ・物理化學 ・無機化學
有機化學 ・生化學 ・農化 ・應用化學其他 に關する
羃難 日本化學總覽 覧聾
會 費 〈1ケ年分)(2回 に分納し得)
甲 種(索引及鍬 配勧 金9圓54錢 〔雛 學篏 及學生 金7圓80錢}






既 刊 出 版 物
日 本1匕 學 総 覽 第 一 集(明 治大正年間の化學的文獻集鑠)
第 一 卷(明 治10一明治33年〉 第 二 卷{明 治34一明治41年)
第 三 卷(明io42一大正2年)第 四 卷(大 正3一 大iE6年)
第五卷(大 πモ7-10年)以上 各卷 索 引共500-600頁定價¥12.50逾料¥・45
日 本 化 學 總 覽 第 二 集(昭 和以後に於る化攣的交獻集鑠)
第 一 卷(昭 和2年)第 二 卷(昭 和3年)第 三 卷(昭 和4年)
第 四 卷(昭 和5年)第 五 卷(昭 和6年)第 六 卷(昭 和7年)
第 七 卷(昭 和8年)第 八 卷(昭 和9年)``月刊雜誌を合本せ るものな ザ























































































等 と使命 を同 じうす る もので あつて發刊以來5年の或 月を蘭 し,茲 に全 く我國 唯一
の一般 自然科學雑 諾と しての 内容 ・體裁 ・構威 を具ふ るに到つた。,




大 河内 正敏 小泉 丹.
圭任石 原 純
,苟.も 之に心














鹿 野 忠 雄:新 ウ奮レス線に對 する私見{II)




後 藤 末 雄:科 學の逡歩 と科孥的情憩の載展(n).
宇 田 道 隆=樺 洋調査の大先逵北原多作先生のこと
研究室概湿
商工省東京工業試驗所(IV)けト.L春成)
畢 會 柱 來'
第7囘 日本最學曾大:倉・ 卜1本航空學曾第2囘 鶴禽及講演禽・ 日本解剖學曾大曾,日.夲
藥理學曾
新 刊 讐一 研究抄鎌一 科娼時事一 雛倉及個人淌息
搬行所 甥 濤聲強 岩 波 書 店
窟 嬬40錢(郵 撹1・5鋤 電 話 メ』段(躑}鼈01S7(4》





























``KK"パイ ロ メ ー タ ー
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、 』鳥一.




















◇ 温 度 の 自働 調 節 並 に ◇ 正 し き定温 度 の
噸
』昌こ觸
自働 信 號 に は!自 働 的 保 持 には! J
二温度旦璽調萸壷撰羆 き黒 自2
バ イロ メ_夕_各 種(温 度 一30。～十1,600。迄)





























京 都 帝 國 大 學 御 用 達
,
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唐 主 向 藤 兵 鵆 .1





















、,・ 」 國'・.「;・ ・奪 鹽 卩 ・ 「
コ 　の ロ コロ
.b"=1・物 理 佗 学 の 蓬 歩Vol .・.'10..e193)t/.1
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◇電 瓢 化 箪 彗 欄
◇特 殊 高級 器 械
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獨 逸 イ ・メ ル ク 茆1:製 品
狷 逸 グ リ ユ ペ ル 製 色 素 類
獨逸 シ_,ン グ ・～r一ルパ ウム巾1:製品
京都 膺免許
酸素 ◇ 炭酸 ◇ 窒素瓦斯
取 扱 販A
・化 學 用 藥 品
並に 顯 微 鏡 色 素
藤比叢 亙薦
藥 劑 師 中 村 宗 三 郎
京 都 市 中京 區 二 悚 烏 丸東 入
電 誌看・」二③2248番
振 替 。大 阪27737番
商 號 ・中 青









x筆 工學.博士 喜.多 源 遶
墨 評
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五分間 デ出來 ル便利 ト経濟 ナ
フイキザナール定覬 詠セ試薬1/1りN`,RM.、1.
備 付ヲ事務的分析室 ハ勿論研 究的1ヒ躯 室
昌咄 差的 二起 ル試料 ノ分析 ノ錫 二
(説明書逾 呈)
窿 解 離 合 藾止
理 化 學 器 械 製 作 株 式 會 肚
本 舶t東 京 市 瀞 田區鍛冶町一 ノニ(太洋ピル)
電話騨田(25》2199-2重98直通1313
支 店 大 阪 市 北 憾 北 同 心 町 一 ノー 六
竜 語..掘.川(35)288
φ
